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研究成果の概要（和文）：日本・韓国・台湾の「植民地」研究の相互理解を深めるとともに、そ

の相違点が明らかになった。また、多くの聞き取り調査を映像で記録し保存できた。 
 
研究成果の概要（英文）：Mutual understanding of studies of Japanese colonization 
of Korea and Taiwan, and was deepened, and the differencepoints of colonial and 
post-colonial culture between Koreaand Taiwan toward Japan was clarified. Moreover, 
a lot ofhearing surveys were recorded by the visual and topreserve it. 
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研究分野：文化人類学 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：植民地、朝鮮半島南部、移住漁村、日本村 
 
１．研究開始当初の背景  

３．研究の方法 ⑴植民地経験をしたインフォーマントの高
年齢化による ⑴基礎的文献の収集を行い、共同活用に供

する。  
２．研究の目的 

⑵引揚げ者のインタビュー調査により、移
住（移動）から引揚げまでの一連の生活
誌を映像記録化する。 

⑴植民地に関する共同調査・研究の推進を
はかり、日韓研究者の交流と相互理解を
深める。 

⑶現地調査により、移住漁村の痕跡を調査
し記録する。 

⑵植民地経験者の映像記録の収集 

⑶日本語教育、移住漁村と都市との諸関係
についての解明 ⑷植民地時代の記録映像の発掘を行なう。 

 ⑷日本村の地理的位置についての解明 
⑸日・韓・台植民地の総合的な理解 



⑸定期的研究会と国際シンポジュームの
開催 

 
４．研究成果 崔(文化人類学)を代表として、
研究分担者の歴史学(原田・木村)、韓国学(鈴
木)、教育学(上田)、デザイン学(櫛田)、映
像学(竹本)、礒永(地理学)と多彩な分野の研
究者が、朝鮮半島南部の移住漁村を韓国研究
者の協力を得ながら、総合的に研究した点が
成果である。 
 また、10 回に及ぶ定期的な研究会の開催に
よって、多くの国内外の研究者の交流を行な
うことによって、分野を超えた植民地研究の
総合的理解に寄与した。加えて、韓国釜山と
台湾台北において、日・韓・台の様々な分野
の研究者による国際シンポジュームを開催
することによって、相互の植民地研究の共通
点と相違点が明らかになった。日・韓・台の
国際シンポジュームの開催は、研究者間の交
流を促すとともに、国際的な視野への獲得に 
大きな成果をもたらしたと考える。 
 さらに、日本・韓国・台湾・中国・南アフ
リカ・イギリス・北アイルランド・アメリカ
などの植民地に関する基本的な資料を総合
的に収集できた。この結果、東アジアはもと
より世界的規模の植民地研究の実態を把握
することができたがことが大きな成果であ
る。 
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